












ナポレオン 3世は、1853年 3月 8日デクレにより、1855年 5月 1日から同年 9月 30日までの
































































マンク県知事 （Édouard de Mentque, 在任 1853年 6月～ 1863年 7月） は、計 10名からなる県万










ジロンド県知事マンクは、ルイ 16世の顧問官を父にもつ 1808年 4月パリ生まれの行政官僚で
あり、45歳のときにジロンド県知事として赴任してきた。ジロンド県知事の俸給水準が全国諸
















































県万博委員会は、5月 1日に第 1回会合がもたれ、ボルドー市長ゴティエ （Antoine Gautier） が






















































































まず会議所が提示した職業に注目すると、アルファン （Jean-Charles Alphan）、ブリュネ （Brunet）、





















































県万博委員会での論議は、1854年 5月 1日の第 1回会合から半年間にわたり、ワイン出品が















































































（ 1） 1851年ロンドン万博が開催されるや、のちの 1855年パリ万博の会場となる産業宮（Palais des Industries）建
設をすぐさま命じた（1852年 3月 27日デクレ）。Raymond Isay, Panorama des expositions universelles, Paris, 1937, 
p.41. 国際博覧会と内国博覧会をあわせた開催数は、パリだけでも 1870年までに少なくとも 13回にのぼるが、
そのうち 1855年と 1867年の 2回が万国博覧会である。Régine de Plinval de Guillebon, Bibliographie analytique 
des expositions industrielles et commerciales en France depuis l'origine jusqu'à 1867, Dijon, 2006. 　関連デクレ等は、
Exposition universelle de 1855, Rapports du jury mixte international, publiés sous la direction de S.A.I. le Prince Napoléon, 
Paris, 1856, I - LXXVI; Jean-Baptiste Marie Duvergier, Collection complète des lois, décrets, ordonnances, règlements, 
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avis du Conseil d'État, Paris, 1802-1908参照。なお、Jean-Claude Yon, Histoire culturelle de la France au XIXe siècle, 
Paris, 2010によれば、1855年パリ万博の開催期間は 5月 15日～ 10月 31日であるが、Poisson Georges, 1855. La 
première Exposition internationale française, Revue du Souvenir Napoléonien, no.457, 2005. （http://www.napoleon.org/FR/
salle_lecture/articles/ﬁles/1855expouniverselle_poisson_rsn457.asp［2011年 7月 8日閲覧］） は最終日を 11月 15日と
するなど、情報が錯綜している。
（ 2） 国際博覧会事務局（Bureau International des Exposition）による国際博覧会の歴史の説明を参照（http://www.
bie-paris.org/site/［2011年 7月 8日閲覧］）。
（ 3） パリ万博開催を決定した 1853年 3月 8日デクレは、当初 1854年 5月 1日に予定されていた 5年に一度の博
覧会（L'Exposition quinquennale）を万国博覧会に統合して開催することを告げていた。さらに 1853年 6月 22日
デクレは、1854年に予定される毎年開催の美術博覧会（L'Exposition annuelle des beaux-arts）を万国博覧会に統
合して開催することを決定した。
（ 4） Louis Girard, Napoléon III, Paris, 1986, pp.240-241; Alain Plessis, De la fête impériale au mur des Fédérés, 1852-1871, 
Paris, 1973.その他の代表的な第二帝制史研究者にダンセットがいるが、「フランスの自尊心」がサンシモン主義
と第二帝制の嗜好とに合致していたとする象徴的な表現をしはするものの、やはり帝制権力の性格分析との関





各種の図絵が出版された。Sylvain Ageorges, Sur les traces des expositions universelles 1855 Paris 1937: à la recherche 
des pavillon et des monuments oubliés, Paris, 2006; Béatrice de Andia（dir.）, Les expositions universelles à Paris de 1855 
à 1937, Paris, 2005; Christiane Demeulenaere-Douyère（dir.）, Exotiques expositions...Les expositions universelles et les 
cultures extra-européennes France, 1855-1937, Paris, 2010; Marc Gaillard, Paris, les expositions universelles de 1855 à 
1937, Paris, 2003.
（ 5） ごく最近では、第二帝制史について精力的に研究を発表しているアンソが「万国博覧会は、ナポレオン 3世
が世界の舞台でフランスに与えたいと欲していた場を象徴した」と述べ、皇帝の個人的イニシアティヴを最大
限に重視する。Éric Anceau, Napoléon III, un Saint-Simon à cheval, Paris, 2008, pp.363-366.
（ 6） サンシモン主義は、生産こそが人類の幸福の唯一の源泉であるとする考えかたにたって産業振興という側面
を強く前面におしだし、フランス資本主義の発展をあとおしした思想潮流であると考えられるのが一般的であ




ルにおいて県知事 （それゆえ皇帝権力） と地域社会 （地域権力） のあいだに緊張関係や競合の可能性が排除でき
ないことを示した。Bernard Le Clère et Vincent Wright, Les préfets du Second Empire, Paris, 1973.  筆者も県知事権力
の地域的偏差に注目する立場にあり、本稿はそのような問題意識をふくみつつ、ジロンド県の事例の一端を分
析するものでもある。
（ 8） Ibid., ANNEXE I; Dictionnaire du Second Empire, Jean Tulard（dir.）, Paris, 1995, pp.338-340, art. «Mentque （de）».
（ 9） オスマンは、マンクといれかわりにセーヌ県知事に転任し、周知のとおりパリの都市改造にかかわっていく
こととなる。
（10） Léonce de Brotonne, Les sénateurs du Consulat et de l'Empire: Tableau historique des pairs de France （1789-1814-
1848）, les sénateurs du Second Empire, Genève, 1974 （réimpression de l'édition de Paris, 1895）, art. «Mentque （de）»; 
Bernard Le Clère et Vincent Wright, op. cit., ANNEXE IV.
（11） Dewey Markham Jr., 1855 : histoire d’un classement des vins de Bordeaux, Bordeaux, 1997, p.35.
（12） 県当局が作成した県会議員名簿によれば、財産の欄にゴティエ 1万フラン、ルグリ・ドゥ・ラサル 1万 5,000
フランとあるのに対して、ジョンストン 4万フランとある。Archives départementales de la Gironde, 3M308: Liste 
des membres du Conseil général, août 1852.




（14） 農業・商業・公事業委員会委員長はラ・グランジュ侯爵 （marquis de Lagrange） だが欠席（理由不明）。県会
議員でもある県万博委員会委員長ゴティエは、財政委員会に属した。Séance du 21 août 1854, Conseil général de la 
Gironde, session de 1854, procès-verbaux des délibérations, Bordeaux, 1854, Archives municipales de Bordeaux, 329.C.19.
（15） Séance du 24 août 1854, Conseil général de la Gironde, op. cit.





（18） 息子ナタニエル・ジョンストン Jrの代になると、さらに同格付の第 2等級でシャトー・デュクリュ =ボカイ
ユ （château Ducru-Beaucaillou〔サン =ジュリアン Saint-Julien地区〕） が買収された（1866年）。いずれもオ =メドッ
ク地方に位置するシャトーである。Ch. COCKS, Bordeaux et ses vins classés par ordre de mérite, Paris, Bordeaux（éd. 





（20） Markham, op. cit., p.38.
（21） 収穫（ヴァンダンジュ）は、メドック地区、グラーヴ地区では 9月中にはじまり、他の地域では遅くとも
10月中には終了するのが一般的だった。Philippe Roudié, Vignobles et vignerons du Bordelais （ 1850-1980（, Talence, 
1988, p.29.
（22） 県知事による県会開会時の基調報告。Séance du 21 août 1854, Conseil général de la Gironde, op. cit.
（23） Lettre du comité départemental à la Chambre de commerce datée du 28 novembre, cité par Markham, op. cit., p.42; 
Séance du 29 novembre, PVCCBx.















● アブリア Joseph-Benoît Abria 物理学教授 学術
● ボドゥリモン Baudrimont 化学教授 学術
アロ Jean-Paul Alaux 美術学校校長、ボルドー美術館
学芸員
学術




● ビュルゲ Burguet 建築家 architecte 技術
● デュフォ Duphot 建築家 architecte 技術
● アリエ Hallié 機械工 méchanicien 技術
● マジェッシ Maggéssi 彫像師 statuaire 芸術
● ブリュネ Brunet ボルドー商事裁判所所長 貿易商人 商業
● ジョンストン N.Johnston ボルドー商業会議所メンバ 貿易商人、ジロンド県会議員 商業
● レオン A. Léon ボルドー市助役 adjoint au maire de Bordeaux 貿易商人、ボルドー市会議員 商業
● ボフィス Pierre Beaufils 家具職人 ébéniste 職人
● ベルジュロン Bergeron 馬車製造工 carrossier 職人
● ラプラス Laplace 活字工 fondeur en caractères 職人






● ベルタン Stéphan Bertin ボルドー商業会議所副会頭 製糖業者 製造
● シェニョ C. Chaigneau 造船業者 constructeur de navires 製造
●
フェストゥジエール 
Noël Festugiere 鍛冶職人親方 maître de forges 製造
● フォレスティエ Forestier 酒販業者 liquoriste 製造
●
ジャクメ 
Gabriel-Charles Jaquemet 製造業者 manufacturier 製造
● ロラン Rolland aîné 製紙工 fabricant de papiers 製造
● レデル Roedel 食品加工業者 fabricant de conserves alimentaires 製造
● ブロション H. Brochon 弁護士 ジロンド県会議員 法曹
● クレマンソ Clémenceau ボルドー市会議員
● ゴティエA. Gautier ボルドー市長 ジロンド県会議員、ボルドー市
会議員、土地所有者
● イヴォワ Ivoy 土地所有者propriétaire
ルグリ・ド・ラ・サル 
Charles Legrix de la Salle
ジロンド県会議員（県会書記）、
ボルドー農業会議所メンバ
